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中学生向け数学             中学校      学年 氏名 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：よく出る、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

２３６ｇ０５０１２５動点、面積、比  ２００４年  新潟    難易度３ 

右の図のように、直角をはさむ２辺の長さが 

それぞれ１２ｃｍである直角二等辺三角形 

ＡＢＣがあり、辺ＡＣ上にＡＤ：ＤＣ＝１：２ 

となる点Ｄをとる。辺ＡＢ上を動く点Ｐと辺ＢＣ 

上を動く点Ｑがある。常にＡＰ＝ＢＱとなるとき、 

次の１）、２）の問に答えよ。 

１）★★ＡＰ＝３ｃｍのとき、△ＡＰＤと△ＤＱＣの 

面積をそれぞれ求めよ。 

△ＡＰＤの面積＝[ 問１] 

△ＤＱＣの面積＝[ 問２] 

２）★★★△ＤＰＱの面積が３４ｃｍ２となるとき線分ＡＰの長さは 

ＡＰ＝[ 問３] 
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問題の解き方と復習のポイント 

長さ＝相似比、合同、三平方の定理 

右図参照 

ＤからＡＢ，ＢＣに垂線をひき交点をそれぞれ 

Ｈ，Ｇとすると、 

三平方の定理からＤＨ＝４ 

ＤＧ＝８である。 
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　　０≦ｘ≦１２から

　　ｘ＝１０

 

 


